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● Rzインクの逐次反応の影響 確認されたRzインクの逐次反応について、色変化の速度
がスクリーニングに及ぼす影響を明確化．

● 本手法の適用範囲に関する検証 可視光応答光触媒など様々な光触媒材料に拡張．
材料の種類や構造における本手法の有効性を確認し、正確な適用範囲を把握．

● インクの塗布方法の最適化 数種類のインク塗布方法を検証・最適化し、評価手法と
しての品質を向上．

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0 500 1000 1500 2000

dR
t /

 d
t (

 m
in

-1
)

Film thickness ( nm )

光源：ブラックライト
照射強度：1.0 mW/cm2

試料サイズ：25 mm × 25 mm (4枚)
雰囲気：Air
湿度：50%rh
アセトアルデヒド：100 ppm

レザズリンを用いた光触媒性能評価方法の改良

光触媒、性能評価、
レザズリン、ISO21066
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■ インク(指示薬)を用いた簡便な性能評価■ 光触媒の活用

製品開発や品質管理における
簡便な性能評価が必要

研究課題の目的や概要

メチレンブルー レザズリン

光触媒
性能の強度

低 中 高

セルフクリーニング試験
(指示薬を用いた性能評価)

空気浄化性能試験
(VOCガスを用いた実証的な試験)

反応が早く、
定量できない

専門的な設備
が必要指示薬の試験では、

色変化の制御が必要

↑空気浄化性能を示す試験片の評価には不向き↑

研究成果

１. 標準試料片の作製 市販TiO2スラリーの濃度、スピンコートの回転数を制御
することで試料を作製．FIB-SEMを用いた断面観察、XRDによる結晶構造解析．
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光音響ガス分析器でアセトアルデヒド濃度を測定.

JIS R1757/ISO 19652
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擬一次反応を仮定して、
反応速度定数k1を算出(C=C0*exp(-k1t)）[h-1]
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Anataseを主体としたTiO2薄膜が形成．膜厚とピーク強度に直線的な関係.
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光源：ブラックライト
照射強度：1.0 mW/cm2

試料サイズ：25 mm × 25 mm (1枚)
雰囲気：大気
湿度：20%rh～30%rh
Rzインク：ISO21066をアルカリに調整

膜厚と強い相関あり
⇒膜厚(表面積)の増加による性能向上

ISO 21066を改良

膜厚と強い相関あり⇒膜厚(表面積)の増加による性能向上

今後の展望

2000 rpm-1倍希釈

３. pHの調整による指示薬の反応性の制御
pHによる酸化還元電位の変化を利用して、TiO2表面でのレザズリンインクの安定性を改善．
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pHを制御することでインク塗布後も発色を保持．
膜厚(性能)の異なる試験片でも良好．

highlow

２. VOC分解性能試験 作製した標準試料に対してJIS R1757/ISO 19652をベースと
したアセトアルデヒド分解性能試験を実施．

４. レザズリンインク試験 作製した標準試料に対して、ISO 21066をベースと
した改良型レザズリンインク試験を実施．

デジタルカメラで試料の色変化を測定.

改良型Rzインク試験では高性能なTiO2試料が評価可能
初期の色変化dRt/ｄtを算出

● レザズリンインク試験の適用範囲の拡大

● レザズリンインク試験によるVOC分解性能の推定

高性能な試料では瞬時に無色になる．
⇒pHを調整することでインクの反応性を制御．

これまで評価できなかった試料に本手法が適用可能に．

両試験の相関性

VOC分解性能のスクリーニング法としての活用

catalysts誌に
掲載された論文

pH調整あり pH調整なし

研究成果の特徴や優位性
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